
 
 

令和 2 年１月 14 日 

（通算第４１２号） 

問い合わせ先 

長野県庁園芸畜産課 

電話 026-235-7232            
１月 10 日、沖縄県沖縄市の養豚農場において、全国 54 例目となる CSF の疑似患畜が 

確認されました。 
また、１月 11 日に、国内 53 例目の疫学関連農場であり監視対象となっていた沖縄市の農場で 

CSF の疑似患畜が確認され、沖縄県における CSF の発生は３事例６農場となりました。 
CSF まん延を防ぐため、異常豚が⾒られた場合の早期通報と、適切なワクチン接種の実施に 

ご協⼒ください。 
54 例目                        
53 例目の疫学関連農場  

発生概況 発生農場：沖縄県沖縄市の養豚農場 332頭飼養 
（関連農場を含め２農場の 1,897頭が防疫措置対象） 

経  緯 
１月 9 日 国内 53 例目の疫学関連農場である農場において、家畜防疫員が 

⽴⼊検査を実施   
１月11日 県の遺伝子検査の結果、CSF の疑似患畜と確認 

 
これまでの CSF 発生状況：全国 54 事例（防疫措置対象：93 農場、4 と畜場、160,155 頭)  

  
                                    

  

家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 

佐 久 0267-62-4123 飯 田 0265-53-0439 ⻑ 野 026-226-0923 

伊 那 0265-72-2782 松 本 0263-47-3223 県庁家畜防疫対策室 026-235-7232 

 

 

沖縄県で CSF(豚コレラ)の連続発生(54 例目)を確認！ 

発生概況 発生農場：沖縄県沖縄市の養豚農場 3,012頭飼養 

経  緯 
１月 8 日 国内 52 例目及び 53 例目の移動制限区域内（半径３km）にある

農場において、家畜防疫員が⽴⼊検査を実施  
１月10日 県の遺伝子検査の結果、CSF の疑似患畜と確認 

 

CSF の発生防止及びまん延防止のためご協⼒ください！ 
 
� 疫学調査の結果、発生農場の多くで、ウイルスが侵⼊したと考えられる時期に農場周辺に 

防護柵等を設置しておらず、また、防護柵が設置されていた農場であっても、出⼊りする 
⾞両や⼈の洗浄、消毒が不⼗分であったことが確認されています。 

 
� 疫学調査の結果、ネズミ等の小動物が CSF を媒介した可能性が指摘されています。 

定期的なネズミ駆除や豚舎内にネズミ等の侵⼊口がないか点検を実施しましょう。 
 

� CSF を疑う症状や死亡数の増加が認められた場合には、ただちに家畜保健衛生所に通報しましょう。 

＼ 家畜の異常通報は家畜保健衛生所へ！ 365 日対応しています！ ／ 


